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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、小児リンパ芽球性白血病、脆弱X線E部位の精神遅滞、および運動失調に関与するタンパク質ファミリーであるAF4/リンパ核タンパク質（AF4/脆弱X線E部位精神遅滞症候群関連）のメンバーをコードしています。これは、自然発症急性リンパ芽球性白血病に関連する、よく見られる混合系統白血病融合遺伝子です。このファミリーのメンバーは、N末端相同ドメイン、AF4/脆弱X線E部位の精神遅滞症候群関連AF4/リンパ核タンパク質ドメイン、およびC末端相同ドメインという3つの保存されたドメインを有しています。このタンパク質は、伸長およびクロマチンリモデリング機能を介して、RNAポリメラーゼIIを介した転写の調節因子として機能します。RNA干渉スクリーニングにより、この遺伝子は白血病細胞の生存に必要な細胞膜糖タンパク質であるCD133の発現を促進することが示されています。選択的スプライシングは疾患を引き起こす：AFF1に関連する染色体異常は急性白血病と関連している。MLL/HRXとの転座t(4;11)(q21;q23)。その結果、異常な活性化タンパク質が生じる。,類似性：AF4ファミリーに属する。,
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	AF4抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。

